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17）した。また、NFI（Bentler-Bonnett normed fit index）は.95以上、1に近いほど適合がよい
















































































































































































　青木・松本6）は、在宅高齢者の精神的健康をSDS尺度（Zung, W. W. KのSelf-rating Depres-
sion Scale）による抑うつ状態で把握し、ADL（高次の生活機能；老研式活動能力指標を使用）














































　在宅高齢女性の場合、高い身体機能（生活関連動作；activities parallel to daily living）が
日常生活における自立度に貢献する14）ことが報告されている。また、高い身体機能は、スポー
ツ活動により維持増進することが可能である5）。しかしながら、その実施に当たっては、精神
的健康度にも着目すべきであることを強調したい。
Ⅴ　結語（限界と課題）
　本研究は、スポーツ教室に参加している集団を調査協力者とした。また、調査は、横断的調
査であった。そのため、今回の結果を一般化することには更なる検討を要する。さらに、スポ
ーツ活動の指導を進める中で、活動継続意欲に変化が起こることが予測される。その要因も考
慮する必要があるだろう。男性においては、抑うつ症状の人が少なかったこと、全体の協力者
の数が女性に比べ少ないことが、分析結果に影響したことも否めない。今後、男性の人数を増
やして分析することが必要と考えられる。しかしながら、スポーツ教室在籍者の中にもうつ症
状を有する人がいること、精神的健康度が低いほど活動継続意欲が低いこと、活動継続意欲に
影響を及ぼす要因は男女で異なることを明らかにすることができた。また、今回の結果は、教
室開始時に精神的健康度を測定することによって、指導員側で、継続意欲が低い傾向となりや
すい人をスクリーニングすることに資することができると考えられる。また、普段日常的に感
じている老化兆候は必ずしも、活動継続意欲に関係するものではないことも明らかすることが
できた。精神的健康度の低い人には健康維持増進に向けた通常の指導や励まし、激励等の指導
が逆効果になることも否めない。積極的に行うことやがんばりを期待することは、精神的健康
度の高い人には効果的であるが、低い人にはむしろ好ましくない。スポーツと直接関係の無い
ような、日常的な会話によって相手の気持ちや発言を受け止めることも指導者側の資質として
必要であろう。今後活動が一定期間続けられ、精神的健康度の低い人においては、それが改善
されるかどうかを確認する必要があるだろう。加えて、活動を継続するには、本人の意志や意
欲もさることながら、周囲（社会的影響）からの影響で中断を余儀なくされることが多くあり、
永続的運動習慣の継続の難しさ9）があると考えられる。スポーツ活動を行う高齢者を取り巻く
環境要因の検討も必要と考えられる。加えて、抑うつ症状の人を除いた分析を行い、スポーツ
教室での指導効果についても言及していく必要があるだろう。これらについては今後の課題と
74
したい。
　本研究は、大阪ガスグループ福祉財団の研究委託「中高年の健康・体力の保持・増進に関す
る研究─高齢者を対象とした健康・スポーツおよび文化講座受講者に対する生活様態と健康・
体力に関する実態調査を通して─」の一環として実施された。協力者の方々、共同研究者であ
る大阪府立大学名誉教授中神勝先生、大阪観光大学教授佐伯洋子先生をはじめ、関係各位に深
謝いたします。
　なお、本研究の一部は第51回老年社会科学会、第61回日本家政学会および、第13回日韓健康
教育シンポジウム（兼第57回日本教育医学会）で発表した。
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